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神
奈
川
県
内
の
22
大
学
１

８
６
チ
ー
ム
（
８
８
７
人
）

と
37
企
業
が
参
加
し
た
産
学

連
携
の
課
題
解
決
型
コ
ン
ペ

「
第
19
回
神
奈
川
産
学
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
一
般

社
団
法
人
神
奈
川
経
済
同
友

会
主
催
）
の
表
彰
式
が
12
月

12
日
、
横
浜
市
の
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
で
行
わ
れ
た
。
専
大

か
ら
は
参
加
大
学
中
最
多
の

８
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞
（
別

表
参
照
）、16
チ
ー
ム
が
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。

　
学
生
た
ち
は
企
業
か
ら
提

示
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
対
し
、

半
年
間
に
わ
た
っ
て
、
研
究

や
調
査
活
動
に
取
り
組
み
、

解
決
案
を
プ
レ
ゼ
ン
し
た
。

　
経
営
・
目
黒
良
門
ゼ
ミ
の

横
山
薫
さ
ん
（
経
営
３
）
の

チ
ー
ム
は
、
従
来
の
ポ
イ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
若

年
層
顧
客
の
拡
大
を
目
的
と

し
た
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

と
、
そ
れ
に
連
携
す
る
ア
プ

リ
を
提
案
し
た
。
横
山
さ
ん

は
「
提
案
の
精
度
を
上
げ
る

こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
メ
ン

バ
ー
と
協
力
し
て
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
過
程

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
磨

く
こ
と
が
で
き
た
」
と
振
り

返
っ
た
。

　
商
・
成
岡
浩
一
ゼ
ミ
の
小

川
泰
希
さ
ん
（
商
３
）
の
チ

ー
ム
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た

広
告
戦
略
と
い
う
課
題
に
、

実
際
に
Ｘ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
ペ
ー
ジ
を
作
り
、
具
体

的
な
運
用
方
法
を
提
示
し

た
。
小
川
さ
ん
は
「
み
ん
な

で
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
、

プ
レ
ゼ
ン
を
練
習
し
た
り
と

楽
し
く
活
動
で
き
た
。
プ
レ

ゼ
ン
資
料
の
作
り
方
や
発
表

の
仕
方
な
ど
、
身
に
つ
け
た

ス
キ
ル
を
今
後
に
生
か
し
た

い
」
と
話
し
た
。

◆ 最優秀賞 ◆
メンバー

※敬称略、先頭がリーダー 所属ゼミ テーマ・企業

上野将希　沖口純也
兼田祥吾　谷萩尚美
小竹孝哉

経営学部・
関根純ゼミ

70周年を迎えたかなぎんが、100年企業を目
指すための地域密着ブランディング戦略（株
式会社神奈川銀行）

飯島詢平　吉田匡希
齋藤諒　　五嶋優斗
竹歳七彩

経営学部・
関根純ゼミ

一般企業における辛くて、楽しい、何はともあ
れ参加して良かった１WEEKインターンシ
ップを考えてください（株式会社マイナビ）

岩﨑有沙　今村美玖
稲垣優斗　石崎省悟

経営学部・
福原康司ゼミ

サスティナブルな時代における「人が活きる
場」とは？オカムラの現在・未来の具体的なア
クションを考える（株式会社オカムラ）

鈴木詩太　清水愛恵
奇河璘　　浦野雄馬
濱田壮史

経営学部・
間嶋崇ゼミ

首都圏第二支店ポカリスエットアイススラリ
ーの新たな需要創出（大塚製薬株式会社）

横山薫　　横田将大
小濱里歩　田中杏樹
野口和真

経営学部・
目黒良門ゼミ

【京急プレミアポイント】会員数および取扱高
の拡大施策について（京浜急行電鉄株式会社）

郡山亜希　河内日向子
志賀楓　　伊藤潤介

商学部・
石川和男ゼミ

地域資源を発掘・活用したかながわ信用金庫
の地域活性化策～信用金庫を身近に感じて頂
くための取り組み～（かながわ信用金庫）

市川凌平　北原慶士
松本麻里　渡邊敬太

商学部・
石川和男ゼミ

YSグループ・2024年度の広報戦略を考えて
下さい。～企業説明動画やイメージキャラク
ターの作成など～（株式会社YSGホールディ
ングス）

小川泰希　上田さな
髙橋慶人　茂木花海

商学部・
成岡浩一ゼミ

はまぎんブランディング向上のための広告・
SNS活用戦略（株式会社横浜銀行）

　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
本
学
独
自

の
就
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
が
、
今
年
度
か
ら

「
問
題
解
決
型
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　
企
業
や
団
体
か
ら
提
示
さ

れ
た
課
題
の
解
決
策
を
考

え
、
実
行
す
る
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
た
旧
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
対
し
て
、
新
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
問
題
の
把
握
や
原
因

の
分
析
と
い
っ
た
上
流
部
分

に
も
関
わ
る
点
が
大
き
な
特

長
。
そ
こ
か
ら
解
決
策
の
立

案
・
実
行
ま
で
を
一
気
通
貫

で
行
う
こ
と
で
、
問
題
の
根

本
的
解
決
を
目
指
す
。

　
今
年
度
は
、
事
業
企
画
や

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
イ
ベ
ン

ト
の
運
営
な
ど
、
多
種
多
様

な
20
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施

さ
れ
、
学
生
た
ち
は
学
部
・

学
年
の
垣
根
を
超
え
た
仲
間

と
協
力
し
な
が
ら
奮
闘
し

た
。
約
８
カ
月
に
及
ん
だ
活

動
の
成
果
発
表
会
が
12
月
、

ウ
ェ
ブ
で
公
開
さ
れ
た
。

　
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
チ
ー
ム

は
、
欧
米
で
承
認
済
み
の
新

薬
が
日
本
で
は
使
用
で
き
な

い
「
ド
ラ
ッ
グ
・
ラ
グ
、ド
ラ

ッ
グ
・
ロ
ス
」の
問
題
に
着
目

し
た
。
啓
発
活
動
と
し
て
高

校
生
を
対
象
に
し
た
出
張
授

業
を
企
画
。
メ
ン
バ
ー
の
母

校
で
計
４
回
、
講
義
や
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。「
前

向
き
な
感
想
が
多
く
、
自
分

た
ち
の
思
い
を
届
け
ら
れ

た
」
と
手
応
え
を
語
っ
た
。

　
日
本
出
版
販
売
チ
ー
ム
は

書
店
併
設
型
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
「
Ｌ
Ａ
Ｗ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

マ
チ
の
本
屋
さ
ん
」
と
協
働

し
、
向
ケ
丘
遊
園
駅
近
く
の

ロ
ー
ソ
ン
向
ケ
丘
遊
園
南
店

で
二
つ
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
を

開
催
し
た
。
多
摩
区
主
催
の

ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
と
の
コ

ラ
ボ
、
学
内
の
個
人
・
団
体

が
選
書
し
た
専
大
生
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
フ
ェ
ア
を
開

き
、
ど
ち
ら
も
売
り
上
げ
目

標
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
メ

ン
バ
ー
は
自
信
に
満
ち
た
表

情
で
、「
大
手
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
協
業
を
通
じ

て
、
プ
レ
ゼ
ン
力
、
交
渉

力
、
問
題
解
決
力
が
身
に
つ

い
た
」
と
話
し
た
。

　「
専
修
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
｜
第
11
期

蒼
翼
の
学
舎
」
の
最
終
報
告

会
が
１
月
18
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
課
外
講
座
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
と
し
て
創
設
。

そ
の
後
、
経
営
学
部
の
正
課

科
目
（
全
学
公
開
科
目
で
担

当
は
福
原
康
司
教
授
と
間
嶋

崇
教
授
）
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
運
営

さ
れ
、
今
年
度
で
11
年
目
と

な
る
。
理
論
・
実
践
・
内
省

の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と

で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
生
の
潜
在

的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力

を
開
花
さ
せ
る
よ
う
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
を
刷
新
し
、
実
践
活
動
の

場
と
し
て
前
・
後
期
に
各
１

回
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
イ
デ
ア
・

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
48
人

の
受
講
生
が
10
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、ア
イ
デ
ア
を
競
っ
た
。

　
最
終
報
告
会
で
は
、
チ
ー

ム
活
動
の
な
か
で
得
た
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
学
び

を
「
チ
ー
ム
の
教
訓
」
と
し

て
ま
と
め
、
発
表
し
た
。

　
活
動
中
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
低
下
に
直
面
し
た
と
い

う
チ
ー
ム
は
、「
雑
談
の
よ
う

な
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
日
常

会
話
か
ら
価
値
観
や
意
識
を

常
に
共
有
す
る
こ
と
」「
価
値

観
の
相
違
を
受
容
す
る
姿
勢

を
持
つ
こ
と
」
の
２
点
を
改

善
点
と
し
て
挙
げ
た
。

　
間
嶋
教
授
は
総
評
で
「
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
の
開
発

は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
。
経

験
を
重
ね
、
磨
き
続
け
る
こ

と
を
止
め
な
い
で
ほ
し
い
」

と
受
講
生
を
激
励
し
た
。

最優秀賞・優秀賞を受賞した皆さん

　
国
際
交
流
協
定
校
か
ら
の
留
学
生
を
中
心
に
、
日
本

語
学
習
を
希
望
す
る
外
国
人
を
対
象
と
し
た
「
冬
期
日

本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）」
が
１
月

10
日
、
開
講
し
た
。
韓
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
の
学
生
50
人
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
避
難
し
て
い
る
２
人
の
計
52
人
が
参
加
。
コ
ロ
ナ

禍
以
降
に
実
施
し
た
Ｊ
Ｌ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
最

多
と
な
っ
た
。
２
月
24
日
ま
で
国
際
交
流
会
館
に
滞
在

し
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
日
本
語
学
習
や
日
本
文
化
体
験

を
行
う
。

　
本
学
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
と
し
て
、
す
で
に
日
本
に

避
難
し
て
い
る
方
で
日
本
語
の
学
習
希
望
者
を
対
象

に
、
Ｊ
Ｌ
Ｃ
（
年
４
回
開
講
）
へ
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
お
り
、
受
講
料
と
国
際
交
流
会
館
の
滞
在
費
な
ど
を

免
除
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
９
月
か
ら
１
人
が
参
加

し
て
お
り
、
今
回
は
ダ
リ
ア
・
ポ
ホ
シ
ャ
ン
さ
ん

写

真

が
加
わ
っ
た
。

　
ポ
ホ
シ
ャ
ン
さ
ん
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
・
キ
ー
ウ
の
国
立
食
品
技
術
大

学
卒
で
、
３
年
ほ
ど
前
か
ら
日
本

語
を
学
習
し
て
い
た
。
22
年
７
月

に
来
日
。
来
日
後
も
独
学
で
日
本
語
学
習
を
続
け
て
い

た
が
、
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
と
Ｊ
Ｌ
Ｃ
へ
の
参
加
を

希
望
し
た
。
ポ
ホ
シ
ャ
ン
さ
ん
は
「
日
本
語
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
語
と
発
音
が
似
て
い
て
親
し
み
が
あ
る
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
へ
の
参
加
で
文
法
を
集
中
的
に
学
び
た
い
。
歌
舞

伎
鑑
賞
な
ど
の
文
化
活
動
も
楽
し
み
」
と
語
っ
た
。

冬期ＪＬＣプログラムの参加者

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援 

新
た
に
１
人

第19回神奈川産学チャレンジプログラム

最優秀賞に８チーム参加22大学中最多

チーム活動で得た教訓を発表する受講生たち

ブックフェアを開催した日本出版販売チーム

成果発表会で製薬業界の課題解決について

考えたアステラス製薬チーム

20
チ
ー
ム
が
活
動
成
果
発
表

課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
刷
新

チーム活動を通して
リーダーシップ学ぶ

問
題
解
決
型
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

専修リーダーシップ
 開発プログラム

冬期日本語・
日本事情プログラム 52人が参加


